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学　習　活　動 時間 支援および指導上の留意点 ポイント 評価項目
１学習課題をつかむ ５ ○前時を想起させる。
○解決方法を考える手順を提示する。
○実践の条件（調理または実験）を確認する。
○授業での解決であることを伝える。
ｂｅ
２大まかな解決方法の
見通しを立てよう
10 ○自らの課題を書かせ、今現在の自分なりに解決
方法を考えさせる。
○同じ課題の生徒同士の班をつくり、その班ごと
で友達同士で発表させる。
　ｄ
３班の友達から意見を
もらおう
15 ○友達からのアドバイスや意見から参考になった
ことなどを記録させる。
　ａ
　ｃ
○自分の食生活につい
ても関心を持ちより
よくするための工夫
を考える。
（ワークシート）
４自分の解決方法を修
正してみよう
10 ○それらをもとに、自分の解決方法に修正を加え
たり、もっと工夫させる。
○ヒントカードを使って考えるためのヒントを与
える。
　ｄ
　ｅ
○自分の食生活につい
て、既習事項を生か
したりしてよりよく
できるよう改善策を
見いだしている。
５まとめ 10 ○友達からのアドバイスやそれをもとにどのよう
に修正したか、発表させる。
○自己評価をさせる。
○次時は、調理方法を調べたり、準備するものを
考えたり、実践につなげるための計画を具体的
に立てることを伝える。
　ｆ （ワークシート）
に伝えられており、その生徒も「言われたことがうれ
しかった。知っていることを言ってるだけなんだけど」
と記述していた。６月～９月の記述には、友人や教師
からのサポートに関する記述が見られている。そして、
10月には、「一人でもなんとかできた」という自己肯定
感につながる経験ができたことが記述されている。
　生徒Ｂは自己肯定感得点がマイナス方向に変化した
生徒である。表４は、生徒Ｂの自己評価の記述である。
授業中の観察から、生徒Ｂは、自己評価を書く時にい
つも苦慮している様子が見られた。ほめられたことや
作れたことをうれしかったと記述しているが、栄養素
の学習で、「たんぱく質」「無機質」という言葉がなか
なか覚えられず、このことが、それ以後の学習に影響
しているように思われる。そして、最後のまとめには、
自己を消極的にではあるが受け入れる記述も見られ
る。しかし、家庭科は栄養素とかを覚えるのが難しい
という思いで終わっている。
　表５は、その他の生徒の最後のまとめの代表的な記
述である。自分の良い点のみを書くことへの戸惑いや
良い点を見つけることに苦慮した様子がうかがえる。
しかし、その一方で、その記述の集積により、今まで
の自分を前向きに肯定する様子も見られる。また、教
師からのコメントが、自己を肯定的に捉える一助に
なっているであろう様子も伺える。
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表３　生徒Ａの自己評価のコメント
授業日 コメント
４月26日 キャベツ１つでこんなに考えた。友達の発表を聞けた。
５月18日 友達と一緒に食品について探しあったりできたこと。
旬のことをいっぱい知っている○○さんは、すごいと思った。
６月１日 マクドナルドのメニューを見て、いつものメニューをたのんでカロリーを計算したら、951kcalでした。
12歳の標準より多かったので、これから自分も気をつけたいと思います。友達にジュースが悪いって言わ
れたので、調べたい。
７月13日 ハンバーガーを２枚に分けて焼いたら、友達から「ダブルバーガーだ」と言われた。うれしかった。照り焼
き味もおいしかった。チーズを入れた方がよかった。
９月６日 これから選択になるってちょっと心配です。一人でできるかなと思っています。先生がハンバーガーがで
きたんだから、大丈夫と言ってくれたので、がんばります。
９月24日 友達がシチューの素がしょっぱいと言ったので、僕はシチューは手作りをしようと思いました。牛乳も入
れるといいとも言っていたんで、やってみようと思います。友達に聞いてみて、ヒントがもらえてよかった。
10月12日 一人でできるか心配だったけどなんとかできたかも。みんなと見せあったときに、すげ～と言われた。鍋
で家にもってたので、親がびっくりした。おいしいと言われた。一人でもなんとかできた。
最後のまとめ 書くことによって気付くこともできるから良いと思う。よいところがたくさん書けたと思った。
表４　生徒Ｂの自己評価のコメント
授業日 コメント
４月30日 キャベツの実物があってびっくりした。自分の家ではキャベツは丸ごと買う。
５月14日 栄養素がよくわからないので、むずかしかった。来週の豆テストはだめだ。
５月28日 パソコンの使い方をよく知っているってほめられて、うれしかった。
７月16日 ハンバーガーがうまくつくれてよかった。一人で調理実習するのは、気が楽。
９月10日 自分の問題は、野菜を食べないことだってわかっているけど、栄養素のことを考えるのがむずかしい。
10月８日 野菜をジューサーミキサーで汁にしたら、すげー色になった。白玉に全部いれると苦いかもねって先生が
言ったので、そうしたら、良い味になった。
最後のまとめ 良いところがあんまりないところにも気付いた。でも何もなくないし、先生のコメントがあるからいい。
そうかって思う。家庭科は、栄養素とか、覚えるのがむずかしい。
表５　他の生徒の最終コメント
○自分のよいところをこれから生かすことができて、反省しなければならないことも考えられた。自分にとって、書くの
は、よいと思う。
○素直になれなかった。いいところばかりでなく、反省点もあるから、でも自分はそこもいいかもしれないと思った。
○自分のよいところを見つけるのはむずかしかったけど、先生がコメントを書いてくれるので、良いと思います。毎回む
ずかしかったけど、よいところがたまった。
【考察】
　質問紙による自己肯定感の平均得点の結果より、自
己肯定感の有意な変化は見られなかったことから、低
下傾向を抑えることはできたのではないかと考えられ
る。また、自己受容得点や自分の個性を大切にするこ
と、及び、自分を好きであることについては、有意な
得点の上昇がみられている。さらに、生徒による自己
評価からも、良い点を記述することへの難しさを感じ
ながらも、その記述の積み重ねや教師からのコメント
により、生徒の自己を肯定的に捉える前向きな変容が
うかがえた。これらの結果より、肯定感を支えるため
の６つのポイントを取り入れた本研究の授業は、自己
肯定感を支えることに、一定の効果を持ったのではな
いかと考えられる。しかし、自己肯定感に低下が見ら
れた生徒も約３割いる。自己肯定感得点が低下した生
徒Ｂの自己評価コメント（表４）をみると、栄養素を
覚えることの難しさが10月まで続いており、「栄養素
が覚えられない」という思いが自己肯定感の低下につ
ながっているのかもしれない。自己肯定感が低下した
生徒一人一人について、今後詳細に検討していくこと
が必要である。
　また、本研究の授業実践を通して、自己肯定感を支
えるポイントに関しての新たな検討課題として、以下
の３点をあげることができる。
　１つめは、b. 教師からのサポートについてである。
先行研究（細田・田嶌，2009）では、教師からのサポー
トにおいて、道具的サポートではなく、情緒的サポー
トが生徒の自己肯定感に有効であることが示されてい
る。しかし、実際に授業実践を行ってみて、教師から
のサポートにおいて、賞賛などの情緒的サポートだけ
では、生徒の自己肯定感を支えるには不十分であると
思われた。実際の授業や生徒の自己評価へのコメント
において、情緒的なサポートである賞賛よりも、道具
的サポートである課題を解決するための具体的なコメ
ントの方が適切な場合が多く、生徒もこれを望んでい
るようであった。このことから、生徒の自己肯定感を
支える教師のサポートとして、課題を解決するための
道具的なサポートも必要であると考えられ、この点に
ついては今後の検討が必要である。そして、もし、道
具的サポートも重要であるならば、それが生徒にとっ
て、より的確なもの、生徒のニーズにより対応できる
ものになるように、教師自身の力量を高める必要があ
る。
　２つめは、c. 生徒の相互交渉の場についてである。
本研究における授業の一部で、基礎的知識の理解度を
もとにした班編成による相互交渉の場を設けた際、通
常のクラスでの班編成による相互交渉よりも、より互
いの課題解決に有効なやりとりが見られた。このこと
から、生徒の相互交渉の場について、班編成の工夫が
挙げられる。そして、それには、教師が生徒一人一人
の実態を把握しておく必要がある。
　３つめは、e. 学習の個性化についてである。本研究
では、生徒一人一人が自分にあった教材を決定するだ
けでなく、実際に一人で調理実習を行うといった実践
までを取り入れた。生徒の自己評価の記述から、この
ように一人で実践できたということが自己肯定感につ
ながっているのではないかと考えられ、教材の選択だ
けでなく、実践までも含めた学習の個性化も必要では
ないかと考えられる。
　上記の点のさらなる検討とあわせて、本研究で取り
入れた６つのポイントのどれか一つの支援が有効だっ
たのか、あるいは、これらのいくつかのポイントの相
互作用による効果なのか等、生徒の自己肯定感を支え
るメカニズムに関しては、今後の大きな検討課題とし
て残っている。
　本研究を通して、当然ではあるが、生徒を細やかに
観察する教師の力量や個々の生徒に応じた的確な支援
を行っていくための教師の力量が、生徒一人一人の自
己肯定感を支えることに必要であることをあらためて
実感した。
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